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東京理科大学における教育改革

に係る取組について

平成30年4月17日（火） 中央教育審議会 大学分科会 将来構想部会

山本 誠
東京理科大学 工学部機械工学科教授 （前 教育担当副学長）
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取組概要 ①「学修ポートフォリオシステム」（学修ポートフォリオ及びルーブリック）の導入による学修成果の可視化、
②「授業収録配信システム」の整備によるアクティブ・ラーニングの促進、の2つの連携により、「学生自身による学修の
PDCAサイクル」を確立する。学生は①により、自らの学修した内容や成果の確認、振り返りを行い
（Checkの確立）、それをもとにして②により、その後の学修においてさらに主体的に学び、授
業展開の中心的な存在となる姿勢を醸成する（Actの確立）。

学修ポートフォリオシステムの整備
（学修ポートフォリオ＋ルーブリック）

授業収録配信システムの整備

ACT

主体的に学習計画を
立案する

学生自身による
学修のPDCAサイクル

の確立

学修ポートフォリオ、ルーブ
リック等の活用による学修成果
の可視化により、自ら学修した
内容や成果を確認し、振り返り
を行う

授業を受講する
学修成果の振り返りや確認
をもとに授業収録配信シス
テムを活用し、さらに主体
的な学び（アクティブ・
ラーニング）を促す
（学修行動の変容）

CHECK

DO

PLAN

学修成果の
可視化

アクティブ・
ラーニングの
促進

本学における取組み（学生自身による学修のＰＤＣＡサイクルの確立）
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開講科目全体を見通して、その年度に何を学

ぶべきかといった授業の履修計画をたて、履

修申告をします。

履修申告した内容に基づき、授業科目を受講

します。

学修ポートフォリオ、TUSルーブリック

により学修成果を可視化して、自らの

学修した内容や成果の確認、振り返り

を行います。

学修成果の振り返りや確認をもとに、その後の

学修においてさらに主体的に学び、授業展開の

中心的な存在となる姿勢を醸成します。

本学における取組み（学生自身による学修のＰＤＣＡサイクルの確立）
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※学生向けマニュアルより抜粋



本学における取組み（学生自身による学修のＰＤＣＡサイクルの確立）

※学生向けマニュアルより抜粋
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①「学修ポートフォリオシステム」（学修ポートフォリオ

及びルーブリック）の導入による学修成果の可視化

CHECK
「学修ポートフォリオ」、「ルーブリック」等の活用による
学修成果の可視化により、自ら学修した内容や成果を確認し、
振り返りを行う

［学修ポートフォリオ］
学生自身が学びのプロセスや成果物（コンセプトマップ等）を示す資料等を継続的に蓄積
したもの。⇛学生は継続的かつ定期的に学びを振り返ることを通じて、学修の到達度を確認
し、取組むべき課題を発見することができる。

［ルーブリック］
学修の評価を行う際に用いる基準表のこと。縦軸に複数の「評価項目」を置き、横軸にそ
の「修得レベル」をいくつかの段階で定義する。⇛「どのような項目をどこまで行うことができれば、どのような評価を受けるのか」と
いう評価指標が分かりやすく明示されている。

学修ポートフォリオシステム
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山頂＝学習目標・目的＝ディプロマ・ポリシー

入学から卒業までの期間に学修・習得することが期待される能力（評価項目）と達
成度を記した一覧

その科目の単位を修得したことで、得られる成果・能力と達成度を（具体的なスキ
ルを例示する形で）表しています。

また、「評価項目と科目の対応表（ルーブリックの各能力の習得につながる科目
一覧）」にもとづき、各学科において達成すべき「学習目標・目的」に沿った履修の
計画や、長所を伸ばし、また短所を克服するための履修の計画等に役立てること
ができます。

ディプロマ・ポリシーを分かりやすく分解

ルーブリック
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ルーブリックとは・・・

学修ポートフォリオシステム
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（ルーブリック 例：理工学部土木工学科）

（各評価軸と授業科目との対応表 例：理工学部土木工学科）

学修ポートフォリオシステム
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（レーダーチャート例）

学生は、学科固有のルーブリックを用いた自己評価による「自己評価
レーダーチャート」と各評価軸と授業科目との対応表にもとづく成績を
もとに、客観的に評価された「客観評価レーダーチャート」を比較し、
何を学び、何が身につき、何が身についていないか等確認することが
できる。

学修ポートフォリオシステム
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卒業研究終了時（予想）

1年次 2年次

3年次

学修ポートフォリオシステム

（学年ごとの推移の例）
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学修ポートフォリオシステムを導入した効果

1.利用実績（学生の入力状況）

2.効果
学生：今期の学修を振り返り、来期に向けて明確な学習目標を

立てることができた（例：更なる学習への意欲がわいた等）
大学：学生の学修成果を把握し、教育活動の見直し等に活用す

るための材料を収集できた
※ただし、導入後3年しか経過していないため、今後利用実績をあげるとともに、具体の効果検証等を行ことが必要

2015年度 2016年度 2017年度

前期 後期 前期 後期 前期

1年生実績 30.3% 26.8% 34.5% 20.3% 55.6%

2年生実績 - - 18.4% 19.2% 24.3%

3年生実績 - - - - 17.5%

※2017年度後期は現在集計中

学修ポートフォリオシステム
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②「授業収録配信システム」の整備によるアクティブ・

ラーニングの促進

［授業収録配信システム］

専用の収録機器で、教室における授業内容の収録（復習用コンテンツ）、専用の「収録
スタジオ」における反転授業用映像（予習用コンテンツ）の作成等、授業内容をデジタルコ
ンテンツ化し、LETUS（本学独自のLMS）を経由して配信することができるシステム。

⇛学生は「いつでも」、「どこでも」、「繰り返し」、「理解できるまで」学修することが
できるようになり、主体的な学びを促すことができるようになる。

学修成果の振り返りや確認をもとに「授業収録配信システム」
を活用し、さらに主体的な学び（アクティブ・ラーニング）
を促す（学修行動の変容）

ACT

授業収録配信システム
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活用例① 予習用コンテンツの作成

授業収録配信システム

12



13

活用例② 復習用コンテンツの作成

授業収録配信システム

13



14

活用例③ 授業の補助教材用コンテンツの作成

授業収録配信システム
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授業収録配信システムを導入した効果

1.授業収録配信システム利用実績

※「目標」とは、「大学教育再生加速プログラム」申請時に定めた件数

2.効果
学生：視覚的に説明されることで知識の定着に役立った

連続的・反復的学習の習慣がついた
大学：主体的学び（自宅等での学び）が促進された

学生の学修時間の増加に寄与した
※ただし、導入後3年しか経過していないため、今後さらなる利用促進とともに、具体の効果検証等を行う必要

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

目標
（累積）

0件 50件 250件 400件 500件 500件

実績
（累積）

0件 97件 360件 660件 - -

授業収録配信システム
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本学の教育の質の保証・向上のためのサイクルの中で、
２つの取組みを適切に連結させ、学生の学び全体をより
質を伴うものに変革していくことを目指している。

今後は、本取組みにより把握した学生の学修成果を、本
学の教育課程の見直し・改善・進化にどう具体的に活用で
きるかについて、検討・検証を行うことが課題。

まとめ
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ご清聴ありがとうございました


